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国民健康保険病院事業会計は、入
院収益については昨年12月より算定
している15：1入院基本料としてい
ます。医業費用については、前年度
導入した医療機器の保守点検費用な
ど管理経費が増加しています。非常
に厳しい経営環境にありますが、良
質な医療の継続的な提供に向け、職
員一丸となって取り組んでいきま
す。

水道事業特別会計は、経常経費の
節減を図りながら、施設等の維持管
理を徹底し、水道水の安全供給と経
営の健全化に努めます。

下水道事業特別会計は、整備事業
償還金の減により予算が減額してい
ます。人口が減少し、厳しい環境で
はありますが、経費を抑え効率的な
維持管理に努めます。

介護保険事業特別会計は、各種
サービス給付費の加算額の増により
予算が増額しています。高齢者が地
域で安心して暮らすことができるよ
う地域支援事業の取組を推進しま
す。

特　別　会　計

　平成２２年度の予算は、２９億７，８６４
万円で前年度当初予算と比較して６，８３０
万円増額しています。
　増額の主な要因として、子ども手当の創設
や国の雇用対策にかかる事業の増加などの影
響があげられます。
　収入では、町税や地方譲与税が年々減少が
見込まれていること、地方交付税についても
依然不透明な部分も多く、安定的な財源の確
保が厳しい状況から減額としています。
　支出では、昨年度、８名の職員が退職した
ため退職手当負担金の精算に伴う追加負担金
が増えたことや普通建設事業で国の補助事業
である中核作業道豊平1号線開設事業を新規
に計上したため増額となっています。
　財政健全化法による財政健全化団体となっ
ている本町においては、財政健全化に向け努
力することが義務付けられていることから、
最小の経費で最大の効果を上げられるように
事務効率を図り、財政運営の健全化に向け努
力していきます。

一　般　会　計

自動車学校事業特別会計は、少子
化により若者が減少し、教習生の確
保が厳しいのが現状です。この現実
を踏まえ近隣高等学校等を積極的に
訪問し、教習生の確保に努めるとと
もに、地域の交通安全センターとし
ての役割の強化と、町民の期待と信
頼に応えられるよう努めます。
 

国民健康保険事業特別会計は、保
健予防担当及び関係機関との連携を
より強化し、多くの国保加入者に特
定健康診査の勧奨をし、疾病の予防
を図るとともに、保険税の適正賦
課、収納率の向上を図り財源の確保
に努めます。

老人保健事業特別会計は、平成２
０年４月１日で後期高齢者医療制度
に移行されましたが、月遅れの医療
費請求が発生することから、一般管
理費及び医療費分を計上していま
す。

後期高齢者医療事業特別会計は、
保険料徴収額及び保険料軽減に伴う
負担額が減少し、予算が減額してい
ますが、高齢者が安心して暮らすこ
とができるように制度の透明化を図
ります。



平成２２年度予算額 平成２１年度予算額 比較

２９億７，８６４万円 ２９億1,０３４万円 ６，８３０万円

３，０８１万円 ３,３４１万円 ▲２６０万円

３億２，８７２万円 ３億０,４１４万円 ２，４５８万円

３７万円 １３１万円 ▲９４万円

収益 ５億１，４７７万円 ４億６,６５４万円 ４，８２３万円

資本 ５,１６７万円 ５,４０１万円 ▲２３４万円

７,８７４万円 ７,６２５万円 ２４９万円

１億０,１２９万円 １億２,１０６万円 ▲１，９７７万円

１億９,３４５万円 １億９,１２２万円 ２２３万円

２,４８４万円 ２,６７１万円 ▲１８７万円

４３億０,３３０万円 ４１億８,４９９万円 １１，８３１万円

介護保険事業特別会計

合　　計

下水道事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

老人保健事業特別会計

国民健康保険
病院事業会計

水道事業特別会計

一般会計

自動車学校事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

　○予算額は？

　○負担する税金は？

　○借金返済額は？

　○貯金額は？



対前年比 地方税の内訳

1億6,291万円 ▲ 2.2%

9,870万円 ▲ 10.6%

20億1,387万円 ▲ 0.3%

1,746万円 12.1%

5,513万円 ▲ 4.4%

641万円 0.3%

1億9,059万円 51.1% 国からの分配金の内訳

20万円 0.0%

1億5,007万円 23.7%

732万円 ▲ 16.1%

4,232万円 8.3%

1万円 0.0%

5,265万円 10.0%

1億8,100万円 ▲ 5.0%

地方税

使用料

手数料

国庫支出金

国からの分配金

地方交付税

分担金・負担金

貯金からの繰入金

国有提供施設所在町村
交付金

道支出金

財産収入

諸収入

借金

繰越金

～　一般会計　～
２９億７，８６４万円

（前年度予算額　29億1,034万円）

借
金
7.

地方譲与税　      　　　6,360万円
利子割交付金　　    　 　  70万円
配当割交付金          　　 10万円
株式等譲与所得割交付金　　　8万円
地方消費税　　　  　　  2,000万円
自動車取得税交付金　 　 1,370万円
地方特例交付金    　     　52万円

町民税　個人　　　 　　6,988万円
　　　　法人　　 　　　　988万円
固定資産税　　　 　　　6,771万円
軽自動車税　　　　 　　　301万円
たばこ税　　　 　　　　1,140万円
入湯税　　　　　 　　　　103万円

その他 3％

国からの分配金 3％

地方税 5％貯金からの繰入金
1％

借金 6％

道支出金 5％

国庫支出金 6％

地方交付税
69％

使用料・手数料
2％

収入



対前年比 職員の給与 対前年比

議会費 3,938万円 2.4% 　人件費 5億1,562万円 3.4%

総務費 5億1,127万円 5.0% 借金の返済

民生費 2億8,882万円 2.0% 　公債費 9億6,023万円 ▲ 3.4%

衛生費 2億0,362万円 1.6% 消費的経費

農林水産業費 1億9,488万円 14.5% 　物件費 3億0,809万円 14.7%

商工費 6,106万円 ▲ 1.1% 　維持補修費 4,325万円 ▲ 14.1%

土木費 2億0,668万円 4.3% 各団体への助成等

消防費 1億4,172万円 2.8% 　扶助費 2億0,088万円 7.5%

教育費 1億5,802万円 ▲ 0.4% 　補助費等 4億1,038万円 ▲ 10.4%

借金返済（利子含む） 9億6,023万円 ▲ 3.4% 他の会計への繰り出し

その他・予備費 2億1,296万円 17.6% 　繰出金 1億8,115万円 22.4%

他会計などへの出資金

　投資出資貸付金 4,780万円 ▲ 1.7%

公共事業費

　投資的経費 2億9,678万円 22.3%

貯金

　積立金 1,396万円 ▲ 1.3%

その他

　予備費 50万円 0.0%

目的別 性質別

◆議会費
　議会の活動に要する経費
◆総務費
　職員の給与、天北線バス補助、交通安全等
の経費
◆民生費
　在宅デイサービス運営や老人ホーム入所
等、社会福祉・老人福祉等の経費
◆衛生費
　各種検診や予防接種、ごみ処理等の経費
◆農林水産業費
　農業振興、林業振興等の経費
◆商工費
　中小企業振興資金融資事業やピンネシリ温
泉等の商工・観光振興の経費
◆土木費
　除排雪業務、町道整備、公営住宅等の経費
◆消防費
　火災や救急等の対策に要する経費
◆教育費
　学校管理や教育振興、社会教育等の経費
◆借金返済（利子含む）
　町が過去に行った事業等のための借金返済
のための経費
◆その他・予備費
　メモリアルハイツの取得費、各特別会計へ
の繰出金などの経費

性質別の割合

公債費
33%

物件費
10%維持補修費

1%
扶助費
7%

補助費等
14%

投資出資貸
付金
2%

繰出金
6%

投資的経費
10%

積立金・予
備費
0%

人件費
17%

支出



■道路

町道の整備（以下の３路線の整備を行います。） 1億5,900万円

・中頓別弥生線（改良・舗装）工事

　 改良工事　300ｍ（新熊の沢橋～小金橋までの区間）

 　舗装工事　370ｍ（新熊の沢橋前後の区間）

・１条通り線道路整備工事

　 改良・歩道　130ｍ（西団地横（老人専用）～除雪センターまでの区間）

・６丁目線改良工事

　 改良・歩道工事　100ｍ（国道（松井さん）～三浦さんまでの区間）

■畜産

畜産担い手育成総合整備事業（負担金事業） 2,870万円

　酪農・畜産業の経営の安定化を図るため、生産性の向上、生産コストの低減を

目的とした草地の造成や整備改良及び施設等の整備を行います。

■林業

森林管理道弥生線開設事業 3,50１万円

　林道開設　640ｍ（弥生の町営牧場の終点付近から一己内川手前までの区間）

中核作業道豊平１号線開設事業 3,970万円

　作業道開設　1,300ｍ（豊平地区の町有林内）

■生活

天北線バス路線維持対策補助金 1,882万円

　バス会社に対して、バス路線を維持するために必要な補助を行います。

老人ホーム入所事業 9,126万円

　町内外の老人ホームに入所している方の入所費用を支出しています。

乳幼児等医療給付事業 468万円

　満15歳までの子どもに対し、医療費の無料化を図り、子育て世代家庭の経済的

負担の軽減を図ります。



子ども手当支給事業 2,037万円
　平成22年4月から、中学校3学年終了時まで、1人につき13,000円の子ども手
当を支給します。

一般廃棄物処理事業 10,226万円
　町内のごみ収集と埋立処分場の管理は、中頓別振興公社に全面的に委託していま
す。ごみ収集対象となるのは、各家庭から排出される「燃やせるごみ」「燃やせな
いごみ」「リサイクルごみ」「粗大ごみ」の４種類です。
　生ごみの分別収集は、南宗谷衛生施設組合が担当しています。町内で収集された
燃やせるごみ、し尿、下水道汚泥等は南宗谷衛生施設組合の専用施設に運ばれ処理
されています。

・南宗谷衛生施設組合負担金 （6,808万円）

・ごみ処理事業委託料（中頓別振興公社） （3,149万円）

・ごみ袋購入、販売委託料 （269万円）

■その他

そうや自然学校事業 341万円

　旧敏音知小学校校舎を拠点に、地域の自然環境をはじめ産業や歴史、さらには地

域での暮らし方をテーマにした環境学習会や自然体験ツアーを開催し、都市との交

流の促進を図る事業です。

緊急雇用創出対策推進事業 2,746万円
　地域における雇用問題に関して、関係機関と連携し、各種雇用対策の円滑な推進
を図ります。
○ふるさと雇用再生対策推進事業 （2,103万円）
・地域における保健福祉医療の総合支援サービス事業 （796万円）
・地域資源を活かした社会的起業化創出事業 （824万円）
・森と癒しのヘルスツーリズムプロジェクト推進体制整備事業 （483万円）

○重点分野雇用創造事業 （636万円）
・中頓別ツーリズム活性化事業 （353万円）
・町有林森林環境管理事業 （283万円）

○雇用創出対策推進事業 （7万円）

　紙面等の都合により、臨時的かつ金額の大きい事業のみ掲載しました。な
お、詳細の資料を希望の方は中頓別町役場総務課総務グループ財政担当にご
連絡ください。また、中頓別町ホームページでの詳細資料を掲載しておりま
すのでご利用ください。

　中頓別町ＨＰアドレス　http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp/
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